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雪国の植物　ユキツバキ　9

除草剤の散布とその生育
石沢進
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いと思う。

　除草剤を散布した道路の法面にユキツバキが

点々と生えている状況に遭遇したことがある。使

用する除草剤の種類や散布の皿・濃度によってユキ

ツバキも枯死すると思うが、道路の法面でのユキツ

バキの生育は樹林下にあるものよりも、叢状にな

り、葉が多くっき、葉面に光沢があって、緑色も濃

くて良好のようである。

　除草剤で草は枯れてもユキツバキは枯死せずに

残っているので、緑の叢状の株が目を引く存在とな

た広く発達していることの現われとして興味深い。

バキの分布域の道路沿いにみられる景観であり、掲

載の写真は小千谷から川西町へと連なる道路沿い

である。

　多雪地の道路わきをユキツバキで埋めっくすこ

とにより、道路法面の保護にっながるとも考えられ

る。ただし、冬季に道路が除雪して、厳寒期に寒風

にさらされるようでは、冬の寒風害を受けるので、

道路に近接した状態での生育は無理であろう。

　いずれにしても、道路沿いの除草剤散布の後に生

き残ったユキツバキの生育の状況に注目してみた

い。ユキツバキが分布する地域で道路沿いにそれ

が生垣状に育っているとしたら、雪国の特色を示す

景観でもあり興味深いことである。そのような状

況に出会ったら、一報頂ければ幸いである。
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